前面パネル/エアフィルター 



お手入れの前にはおず運転を停止し、電源プラグを巧<かブレーカーを切って<ださい。 
室のユニットの金属部に手を触れないで<ださい。（けがの原因） 

なのちのは使わないで<ださい。（変形、変色、傷の原因） 

- 40で!^ソ上のお湯 

• ベンジン-ガソリン-シンナーなどの揮発性のもの 
• みがさ粉-タワシなどのかたいちの 


エアフイルター(白ち) 



_ ( 


エアフイルターの巧かし 


1 前面パネルを閱ける。 


、エアフイルターの取巧け 


■ f ちちの取っ手(青を)を持ち、レールに 
• 沿って塞し込む。 


2 フイルター□ツク（黄色）に指をかけて、 
下方巧ぺ引ま下げる。 

• フイルター■□ック（黄色）のツマミは 
左ちを2力巧にあ D ます。 




引さ下げる 


フイルター□ツク 


確実に□ックされていないと前面パネルび破損 
するおそれびあ0ます。 


3エアフィルターを引ま出す。 

^ •左ちの取っ手(青色）を持ち、かし手前に 
持ち上げる。 

• そのまま下ち向へ引さ化す。 




取っ手 

^ (左ち各2力巧） 




一- 
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フイルター□ック 



巧し上げる 


エアフィルター 


前面パネルを閉じる。 


エアフィルターび正し<動作することを確認するため、 
フィルター掃除運転を行ってください 。 iWKgjj 












お手入れのしかた 


(つづさ) 


光触媒集塵-脱臭フィルター(黒ち) 


巧れび気になるときに 
• 掃除機でホコ U を吸い取る。 
水洗いすると使えな < な0ます。 



光触！®集塵-胁臭フイルターの®かし 


1 前面パネルを開ける。 

〇ち側のエアフイルターをかす 。I 


ツマミを持ち、取りかす。 



光卽媒集塵*脱臭フィルター 


触煤集塵•胁臭フィルターの巧巧け ) 

r ツマミを持ち、脱臭フイルターがのの隅 
をしつか0固定部に取0付ける。 



正し<取0巧け5れていないとフィルター掃除 
運転び正常に行无ません。 

\ _ 

ち側のエアフイルターを巧り付ける。 

前面パネルを閉じる。 


エアフィルターび正しく動作することを確認するため、 
フィルター掃除運転を行ってください。 iViBBa 



スト IJ - マユニット 


タイマーランプげ庶谅し続けた5、 
またはシーズンに1度 


タイ7—ランプ 
(憧色） 


スト U -7 おそラじサインについて 

1800時間必上運転するとタイマーランプび 
点滅してお知らせします。 

スト IJ 一7おそろじサイン点滅中はスト IJ 一 7 
放電できません。 


ストリーマユニットの取がし 

1 前面パネルを開ける 。 •vkgaa 

2 ストリーマユニツトのツマミを持ち、 
手前へ引ま出す。 


なう' スト'」-マュニット 



ストリーマユニットの取巧け 

r ストリーマユニツトををとどお0 
巧り付ける。 



前面パネルを閉じる。 

























光触媒集塵•脱臭フイルター/ 

ストリーマユニット 


電源プラグを抜<か 
ブレーカーを 切る 




…、、、 


乃ム華袋， 

111! 


① めるま湯または化につけおきする。 

(約1時間） 

② 綿棒まにはやわらかい巧で巧れを落とす。 
( IT ム手袋使巧） 

③ 流水ですすぎ、化気を切る。 

④ 風通しのよい日陰で乾燥する。（約1日） 



祭’: 



f ぉを又れ スト IJ 一7おそろ じ 
r 鞭サインリセット 


お手入れ後、 電源 プラグを 
差し込むかブレーカーを 
入れ、 運捉 しないげ 態で 

C . ) を巧す。 

サイン IJ セット 

参スト IJ 一7おそラじヴインが 
消打します。 


■針にコミが付着している場合 

封•にが着したコ'ミを、綿棒などのやわ6かいものに水や液体中性洗剤を 
しみ这ませて輯<ふき取って<ださい。 

ゴ S をふま取る際は、かび変形しないよラにミち意して<ださい。 

き十が変形すると脱臭能力が低下します。 



コ '5 於綿棒 


根元か5針先へ 
軽<ふさ取る 


お願い1 


• 巧れびひどいときは、液体中性洗剤を溶かしためるま湯または水につけおきして<ださい。 

• 液体中性洗剤は洗剤の注意書きに記載されたでまで使用し、使巧徽ホ洗剤が残らないように十分に水洗いしてください。 
• 粉末洗剤やアルカ U 性-酸性洗剤を使巧した0、かたいタワシなどでこすらないでください。 

(変形、破損、金属部のサビの原因） 

• 布などのせんいクズが残5ないよラにして<ださい。（誤作動の原因） 

•ストリーマユニットは分解しないで<ださい。 


誦 






晒 





前面パネルを開ける。 


をち2力巧の固定ツマミ倩を）を解除側にし、ダストボックスを両手で 
ゆつ <0引ま出す。 



ダストボックスの裏側にある rpusHj が手前にくるよう持ち替える。 
ダストボックスを分解する。 



( Y ) ダストブラシを 
^上に引言化す。 


ダストフラシ 

〜鲁 I 



PUSH PUSH を 
バでノ*巧しなび5 


ホコリがたまっているため 
本体を下向きにしないで 
ください。 



:ダストブラシま意、- 

麗し、。 


タストボックス/ダストブラシの取がし 


内部クリーン-おそうじランプび点滅し続けた S 



内部ク U — ン ■ 
おそ5じランプ(緑色） 


ダストボックスおそろじヴインに 
ついて 

•フィルター掃除運乾（自動-手動）に 
よりダストボックス内にホコ U がたまる、 
またはダストブラシび巧れると、內部 
クリーン-おそ〇じランプが点滅して 
お知5せします。 

ダストボックスおそラじサイン点滅中 
は、フイルター掃除運転がでさません。 


電源プラグを巧<かブレーカーを切る 





お手入れのしかた 


(つづさ) 



5 をす 
かトシ化 
C 八ス，ラり 
軸タフ取 




































ダストボックスダストブラシ 


■罰おお进 または d お ； Mh 

• ダストボックスとダストブラシのホコリを掃除機で吸い取る。 



、れダストボックス 
^おそうじサインリセット 


お手入れ後、電源プラグを 
差し这むか ブレーカーを 
入れ、運転しない状態で 
つ を 巧す。 


サインリセット 

ダストボックスおそラじサイン 
が消巧します。 


〔ダストボックス/ダストブラシの巧巧け 


ダストブラシを巧0付ける。 


軸巧にダストブラシを 
取りがける。 


な)ダスト 


ダストブラシ 



ダストブラシは確実に取り付いていることを 
確認して<ださい。ダストブラシび回転せず、 
運転しな < なる場含びあ0ます。 


ダストブラシ 


軸巧にダストブラシを 
取り付ける。 


2 


ダストボックスを閉じる。 



3 


ダストブラシが奥側になるよろに、 
ダストボックスを両手で持ち、 
本体に巧し込んで取りがける。 


4 


左ちの固定ツマミをロック側に 
する。 

前面パネルを閉じる。 



固定ツマ S (左ち2力所)を 
□ック側にする。 

確実に固定されていないと 
正常にフイルター掃除運転 
を行いません。 




固定ツマミ 















おえない•暖ま 6 ない 

• お部屋の温度が設定温度に近づ< と能力を抑えて運転 
する機能が働くためでず。お好みに合わないときは設定 
温度を変えてください。 

• 室内ユニ卸卜の真下や横に家具があると、センサーが設定 
温度に近づいたと誤認識することがあります。 

大きな家具など室内ユニットに近づけ過ぎないように 
して < ださい。 

• 匡が温度がおし1とさに暖房運輯すると、室が熱交換器に 
付着した霜を取り除く運転を巧うことびありまず。媽取 
り運転） 

霜取り運転が終わると自動的に暖房運転を再開しまず 
ので、3〜10分間お待ちください。 


パワーセレクトが「乂」に設定されていると能力を抑えた 
運転をします。 

お好みに合わなし)場合は「切」にしてください。_ 

. . 


通電後胃 y を巧して運転を再開してください。 







































